
令和７年４月７日 

放課後等デイサービス事業所との安全な児童生徒の引渡しについて 

 

１ 学校到着時 

 （１）決められた時間に到着をお願いします。 

    中庭・・・・・・ 下校時刻１０分前 

    肢体レーン・・・ 下校時刻～下校時刻５分後 

    昇降口先発・・・ 下校時刻１０分前 

      ＊駐車場が混み合いますので、下校時刻までに駐車場出発ができるように御協力お願いします。 

      ＊駐車場の東側は後発のスクールバスが停車します。スクールバス停車前の利用はしないでください。 

 ＊この間は、スクールバスが発着します。安全のため、バスが動いているときの移動はしないでください。 

    昇降口後発・・・ 下校時刻１０分後 

＊駐車場から先発の車が移動しますので、下校時刻５分後以降に駐車をお願いします。 

  （２）校内に車両を乗り入れる際、門が閉じている場合はその都度門を開けてください。 

 （３）駐車場は、ラインに合わせて駐車してください。道路上で後ろに車が詰まってきて、渋滞になりか

けていることに気付いた場合には、空いているところに速やかに停めてください。 

 

２ 児童引渡し時 

 （１）各学年の引き渡し場所にて、児童生徒の学年と名前（フルネーム）を職員に聞こえるように呼んで

ください。 例：「中３ ○○ △△さん」 

 （２）混雑回避のために本校職員との引継ぎは、簡潔にさせていただきます。必要な場合は、保護者に連

絡ノートや電話で伝えています。あまりにも状態が悪い場合には、前もって放デイさんに学校から

連絡を入れたり、その場でお伝えするようにしています。御了承ください。 

 （３）引渡しの最中にスクールバスが発着することがあります。本校職員が「バスが出ます。」と注意喚起

をしますので、児童生徒の安全を確保（手つなぎ、把握など）してください。バスが全て学校から

出るか、校内への駐車が完了するまで、その場で待機するか、職員の指示に従ってください。 

 （４）多くの事業所が同時に引き渡しを行います。移動される方の妨げにならないよう、通路の確保がで

きるようにしてください。 

 （５）高等部の生徒のみの引き渡しの場合は、通用門から出ることができます。 

 （６）雨天時は、雨具を持参していない児童生徒も予想されます。安全確保の為に、その場合の対応も保

護者と相談しておいてください。 

 （７）雨天時にキャノピーを通過する際は、安全確保の為傘を閉じて歩いてください。 

 

３ 学校出発時 

 （１）校内乗り入れ車両は、職員の指示に従って車を発進させてください。周囲の安全を確認後、本校職

員が指示を出します。（ギアはパーキングに入れてお待ちください。危険防止のため、ギアをバック

に入れたままで待つことはしないでください。） 

 （２）本校職員の指示が聞こえるよう、運転席側の窓は開けてください。 

 （３）中庭に駐車する場合、先頭から順番に発車しますので、前の車両を追い越さないでください。 

 （４）学校南側の駐車場を出発する際は、移動をしている児童生徒に注意して、発進してください。 

（裏面あり） 



４ 災害時対応について 

土砂災害警戒情報発令時や大規模地震発生時は、状況に応じて休校や保護者引き渡しの措置を取ること

になりますので、放課後等デイサービス事業所への引き渡しは行いません。しかし、天候や状況が回復し、

学校が通常再開するも、学校東側のつつじ山が崩れる可能性がまだ残っている状況の場合は、校内乗り入れ

車両の通行ルートが変更になる場合があります。職員の指示に従って、徐行運転してください。昇降口引き

渡しの事業所につきましては、通常時と同じとなります。 

 

５ その他 

 （１）送迎車両には、事業所名が分かるよう表示をしてください。 

 （３）送迎時の医ケア、発作の対応、看護師の配置を、保護者と事前に確認してください。 

 （４）児童生徒が安全に移動できる職員数での引き渡しをお願いします。 

 （５）送迎時の連絡の行き違いの確認は、事業所が行ってください。そのために、送迎時にはスマホ、携

帯電話、連絡先等を御持参ください。 

（６）下校時刻は、年度末に年間計画をコクーで配信しています。基本は各御家庭に下校時刻を確認して頂

くようお願いします。 

 （７）新たに事業所ができた場合は必ず学校へ連絡をください。その際、住所、連絡先、利用状況をお知ら

せください。 

 （８）事業所様の御事情、もしくは生徒の実態等から、どうしても下校引き渡し時の服装は、制服ではなく

体操服や活動服（私服）に変更をしたいという申し出が保護者からあります。学校のきまりとしては、

登下校時は制服の着用が原則となっています。シャツの小さいボタンをはめる、ズボンのベルトを締

める、リボンをつける等、将来社会に出たときに困らないように、着替えも大切な技能取得の機会で

す。御協力を頂ければと思いますが、事情もあるかと思いますので、保護者や担任と話し合い、どう

するかを決めていただければと思います。 

 （９）放課後等デイサービスで利用するものについては、以下のように保護者へお知らせしていますので、

よろしくお願いします。 

「放課後等デイサービス（以下放デイ）で利用するもの（予備の着替え、雨具、紙パンツ等）につい

て、荷物の取り間違い防止、保管スペース等の観点から、学校に保管しておくことは御遠慮いただい

ております。放デイで利用する荷物については、御家庭でその都度記名した放デイ用と分かる別袋に

入れて、リュックに入れるなどして持たせてください。荷物が多い場合は、直接各自で放デイに届け

るなどの御配慮をお願いいたします。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



袋井特別支援学校 周辺図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合流地点での混雑を防ぐため下記の点を厳守してください。 

○必ず小笠沢川の橋（上図①）を渡ってください。 

○近隣の駐車場や私有地での方向転換は絶対に行わず、迂回してください。 

○ケアハウス付近の道（上図②③）から合流することはやめてください。 

○校内へ右折で侵入することはやめてください。（上図④） 

○学校付近の道路で駐停車はやめてください。校内に入れない場合は迂回してください。 
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